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I. 概要 

自動テスト機能は、ＭＡＴＬＡＢ Ｃｏｍｍａｎｄ Ｗｉｎｄｏｗと弊社製リアルタ

イムモニタ（以下ＲＴＭＯＮ）より起動できる、リアルタイムテストを自動化するソフ

トウェアです。実行時に、ステップサイズ／終了時間等の動作条件や、Ｇａｉｎ／Ｃｏ

ｎｓｔａｎｔ／Ｓｗｉｔｃｈ等のパラメータをダイナッミックに変更できます。 
また、新たに自動テスト用Ｉ／Ｏブロックとして frmxls / toxls が追加されたこと

により、入力データを予め他の計測器等でＥｘｃｅｌファイルとして準備し、実行時に

ダイナミックに入力できたり、出力データをＥｘｃｅｌファイルとして保存も可能とな

りました。 
このことにより、ＭＡＴＬＡＢスクリプトにて起動コマンドを記述すれば、テスト

毎に条件・パラメータを最適化しながら連続テストも可能です。 
 

II.動作環境 

z ＭＡＴＬＡＢ対応ライブラリ（Ver ５.１.０以上）が動作する環境 
（動作環境は別紙ＭＡＴＬＡＢ対応ライブラリユーザーズマニュアルを参照して

ください。） 
z Microsoft Excel ２０００ / XP / ２００３ for Windows 

 
＊ Microsoft は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

＊ ＭＡＴＬＡＢは、米国 The Math Works Inc.の登録商標です。 
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III. 実行手順 

1． モデル作成 
ＭＡＴＬＡＢにてモデルを作成し、ビルドします。 
自動テスト用Ｉ／Ｏブロックとして、frmxls / toxls ブロックが使用できます。 
（frmxls / toxls ブロックは自動テスト時のみ有効のため、それ以外で実行時は動

作が保証されません。）ブロックの詳細は別冊ＩＯブロック説明書を参照してくだ

さい。 
 
      

 

toxls と frmxls ブロックの VariableIndex は、重

複しないように設定してください！ 
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2． パラメータファイル作成 

①ＲＴＭＯＮを起動し、メニュー → ＲＴモデルロード を選択モデルをロ

ードしてください。 

②Ａ）メニュー → 設定 より設定したい項目（ゲイン・定数・閾値・その

他のパラメータ）を選択し値を設定してください。 

Ｂ）弊社製モデルコントロール（別売オプション）の、ボリューム・スライ

ダ・数値入力コントロールからもブロックパラメータの設定が可能です。 

③②にてすべて設定が終了したら、 メニュー → 設定 → 変更状況の表

示 を選択し“ファイル保存“にてＴＥＸＴファイルに保存します。 

 

 ＊その他のパラメータについては、一部実行時に変更できないものがあります。 

 

 

このボタンをクリ

ックしてファイル

保存します 
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3． Excel Book 作成 

下記ディレクトリにテンプレートＥｘｃｅｌＢｏｏｋ“Autotest.xls”が格納さ

れていますので、このＢｏｏｋを利用し動作条件を設定してください。このＢｏ

ｏｋは、“condition”“list”の２種類のシートから構成されています。 
 
“condition”…動作条件設定用 
“list”      …frmxls / toxls ブロックのデータ設定用。frmxls / toxls ブロック

未使用時もこのシートは必要です。 
 
＜テンプレートＥｘｃｅｌＢｏｏｋディレクトリ＞ 
MATLAB ｲﾝｽﾄｰﾙﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ¥rtw¥c¥adsp32x¥rtmonm     ( adsp324 時 ) 
MATLAB ｲﾝｽﾄｰﾙﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ¥rtw¥c¥adsp32x¥rtmonm67   ( adsp674 時 ) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ パラメータファイル名は、２にて作成し

たファイル名をフルパスで指定。 

・ データファイル名は、”list”シートが別

のブックのときそのブック名をフルパ

スで指定 
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１) MATLAB Command Window 利用 

テンプレート Excel Book をコピーして、必要項目を入力し作成してください。 

 

２) RTMON 利用 
①RTMON にてモデルロード 

 

②モデルオプションにて実行環境設定（メニュー → 設定 → 個別・RT ｵﾌﾟｼｮﾝ）

ステップサイズ、終了時間等を設定してください。 

 

③自動テスト用ブック作成（メニュー → 設定 → 自動テスト用ブック作成） 

パラメータファイル名、データ参照定義を必要の応じて定義してください。 
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4． 自動テスト起動 
１) MATLAB Command Window 利用（MATLAB Ver5.2.1 以上対応） 

＜コマンド＞ 

・ setoptn …Condition シート：動作条件設定 

・ setprm …Condition シート：パラメータファイル名設定 

（ＲＴＭＯＮにて作成したファイルをフルパス指定） 

・ setdata …Condition シート：データブック名設定 

(“list”シートのブック名が”Condition”シート

のブックと異なるときのみプルパス指定) 

・ autotest …自動テスト起動 

・ sample  …自動テスト連続起動 

 

上記コマンドを利用して実行します。各コマンドとも終了時には終了メッセ

ージがエラー時には、エラーメッセージとエラーコードが表示されます。エ

ラーの詳細についてはエラーコード表を参照してください。 

また、コマンドの引数詳細は、ヘルプを参照してください。 

 

例 help setoptn 

 

◎コマンド使用例 

 ①>>setoptn(‘autotest.xls’,0.01) ← step size 0.01Sec 設定 

 ②>>autotest(‘autotest.xls’)  ← 自動テスト起動 

 AutoTest start!<C:\MATLABR132\work\test10_grt_rtw\autotest.xls> 

 --> Finish! 

  ↑ 起動、終了メッセージ表示 

④>>setoptn(‘autotest.xls’) ← 現在の設定値表示 

⑤>>setprm(‘autotest.xls’,‘’) ← パラメータファイル名消去 

 ⑥>>sample(‘autotest.xls’,’autotest1.xls’) 

 ↑ 自動テスト連続実行 



Chubu Electric 
２) RTMON 利用(モニタリングなし) 
①ＲＴＭＯＮを起動し、メニュー → 実行 → 自動テスト を選択します。

（モデル未ロード時のみ有効） 

 

②下記ダイアログにて計画用ＥｘｃｅｌＢｏｏｋを選択します。 

 

 

③「開く」を選択すると実行条件確認メッセージが表示されます。内容を確認

し応答してください。「ＯＫ」を選択するとテストが開始されます。 

実行中は、実行中ダイアログが表示され、終了するとダイアログが消えます。 

実行中に関係するＥｘｃｅｌＢｏｏｋを操作（開く・編集・消去など）する

とエラーとなります。 

 

 

④テスト実行中にエラーが発生すると下記ダイアログメッセージが表示されま

す。詳細については、エラーコード表を参照してください。 
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３) RTMON 利用（モニタリングあり） 

① RTMON を起動し、モデルをロードする 
 
② モデルオプションにて実行環境設定（メニュー → 設定 → 個別・RT ｵﾌﾟ

ｼｮﾝ） 
Excel ブック名、ステップサイズ、終了時間等を設定してください。 
※自動テスト用ブックに入力されている値よりオプション画面の値が優先

されます。 
 

③ モニタリング設定をしてください。 
グラフ表示、変数表示、モデルコントロール設定など 

 
④ モデルを実行してください。 

はじめにパラメータなどにダウンロードをし、モデルがスタートし、終了

時間まで実行します。モデルコントロール使用時は、モデル実行前にモデ

ルコントロールをスタートしてください。 
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IV.実行サンプル 

 
1． モデル作成 → モデルビルド 

 

Index :0 

Index :1 
Index :2 

 
 

2． パラメータファイル作成 → ＲＴＭＯＮにて作成 

 

まず該当モデルをロードしてか

ら設定変更を行います。 
“test20.txt”ファイルで保存 
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3． Excel Bool 作成 → テンプレートブックをコピーして作成 

 

 
 モデルの Variable Index に対応するように情報を設定します。 

セル番地は、R1C1 形式にてコンマで区切り入力。 
シート・ブックは、toxls ブロックに限り存在しなければ新規で作成され

ます。 
ブック名は、フルパス名で設定します。但し”list”シートと同一のブック

の場合は省略可。 

データブッ

ク名は同一

ブック時省

略可。 
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4． 起動 → MATLAB Command Window から起動 

 

 

カレントフォルダにＥｘｃｅｌＢｏｏｋが

存在する場合、フォルダ名は省略可。 

と入力し起動。 
>>autotest(‘autotest.xls’) 
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V. エラーコード表 

 
エラー番号 内  容 

１０ AutoTest への引数エラー 

２０ Excel アプリケーション起動エラー 

３０ IndicationBook Open エラー 

３１ IndicationBook ボード番号エラー 

３２ IndicationBook モデルエラー 

３３ IndicationBook アルゴリズムエラー 

３４ IndicationBook ステップサイズエラー 

３５ IndicationBook 終了時間エラー 

３６ IndicationBook 時間倍率エラー 

３７ IndicationBook データ Book エラー 

３８ ＤＳＰ初期化エラー 

３９ データ Book Open エラー 

４０ データ Book Block なし 

４１ パラメータファイルエラー 

４２ データ転送エラー(frmxls ブロック) 

４３ ＤＳＰエラー 

４４ ＤＳＰタイムエラー 

４５ ＤＳＰその他エラー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本マニュアルの内容は製品の改良のため予告なしに 
変更されることがありますので、ご了承ください。 

中部電機株式会社 CS 事業部 
TEL 0532-61-9566 

E-Mail csg@chubu-el.co.jp 
http://www.chubu-el.co.jp 
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